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＜支部だより＞ 

 

九州支部 

 

 

 令和4年度及び令和5年度の九州支部の活動状況に  

ついて報告します。 

(支部事務局：宮崎県衛生環境研究所) 

 

【令和4年度】 

1．令和4年度全国環境研協議会九州支部総会 

(担当機関：宮崎県衛生環境研究所) 

(1) 期日：新型コロナウイルス感染症予防のため，書面

開催 

(2) 議事 

①令和3年度事業報告並びに収支決算報告について 

②令和4年度事業計画並びに収支予算案について 

(3) 報告 

①各県市提出議題，照会事項 

・気候変動適応センターの設置について 

・情報発信，広報活動に関する取組について 

②支部長表彰 

被表彰候補者の推薦がなかった旨を報告しました。 

③次期役員等の選任について 

令和5年度支部役員の選任のほか，支部総会等の  

担当機関について確認しました。 

（令和5年度九州支部総会担当機関は，鹿児島県環境

保健センター） 

 

2．令和4年度環境測定分析統一精度管理調査九州 

ブロック会議 

(担当機関：佐賀県環境センター) 

(1) 期日：令和4年7月5日(火)(web開催) 

(2) 議事 

環境測定分析における留意点及び精度管理について 

・模擬排水試料（一般項目等） 

 杉田 和俊 氏(麻布大学獣医学部) 

・模擬水質試料（ノニルフェノール等） 

 山本 貴士 氏(国立研究開発法人国立環境研究所 

資源循環領域)  

・模擬PM2.5試料（無機元素） 

  藤森 英治 氏(環境省環境調査研修所) 

(3) 次期開催機関挨拶 

(令和5年度九州ブロック会議担当機関は，熊本市 

環境総合センター) 

 

3．第48回九州衛生環境技術協議会 

（担当機関：熊本市環境総合センター） 

(1) 期日：令和4年10月13日(木)～14日(金)(web開催) 

(2) 分科会 

 ①大気分科会 

事例・研究発表：2題，照会事項：10題 

  ②水質分科会 

事例・研究発表：2題，照会事項：8題 

③生物分科会 

事例・研究発表：3題，照会事項：2題 

  ④ウイルス分科会 

事例・研究発表：1題，照会事項：4題 

⑤細菌分科会 

事例・研究発表：2題，照会事項：8題 

⑥衛生化学分科会 

 事例・研究発表：3題，照会事項：15題 

(3) 特別講演 

地方衛生研究所全国協議会九州支部長表彰受賞者 

3名による特別講演が行われました。 

 

【令和5年度】 

1．令和5年度全国環境研協議会九州支部総会 

（担当機関：鹿児島県環境保健センター） 

(1) 期日：令和5年7月21日(金) 

(2) 場所：かごしま県民交流センター（鹿児島市） 

(3) 議事 

①令和4年度事業報告並びに収支決算報告について 

②令和5年度事業計画並びに収支予算案について 

(4) 報告 

①各県市提出議題，照会事項 

・分析技術の向上及び継承に係る取組について 

・試薬（毒物・劇物）の管理システム導入について 

・新型コロナウイルス感染症の5類感染症移行後の

対応について 

・環境DNAを用いた生物学的調査の取組について 

②支部長表彰 

調査・研究等の業務の推進に長年功績のあった  

被表彰者3名の決定について報告しました。 

高橋 浩司 氏（福岡県保健環境研究所） 

船越 章裕 氏（長崎県環境保健研究センター） 

田崎 盛也 氏（沖縄県衛生環境研究所） 
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③次期役員等の選任について 

令和6年度支部役員の選任のほか，支部総会等の 

担当機関について確認しました。 

（令和6年度九州支部総会担当機関は，沖縄県衛生 

環境研究所） 

 

2．令和5年度環境測定分析統一精度管理調査九州 

ブロック会議 

（担当機関：熊本市環境総合センター） 

(1) 期日：令和5年7月13日(木)(web開催)  

(2) 議事 

環境測定分析における留意点及び精度管理について 

・模擬水質試料（一般項目等） 

 中里 哲也 氏(国立研究開発法人産業技術総合  

研究所 エネルギー・環境領域 環境創生研究  

部門 環境計測技術研究グループ) 

・土壌試料（金属等） 

 越川 昌美 氏(国立研究開発法人国立環境研究所

地域環境保全領域) 

・模擬水質試料（PFOS等） 

  神野 透人 氏(名城大学薬学部 衛生化学研究室) 

(3) 次期開催機関挨拶 

  (令和6年度九州ブロック会議担当機関は，福岡市  

保健環境研究所) 

 

3．第49回九州衛生環境技術協議会 

（担当機関：福岡市保健環境研究所） 

(1) 期日：令和5年10月12日(木)～13日(金) 

(2) 場所：ふくふくプラザ（福岡市） 

(3) 参加者：13機関 121名 

(4) 分科会 

①大気分科会 

事例・研究発表：3題，照会事項：8題 

②水質分科会 

事例・研究発表：3題，照会事項：12題 

③生物分科会 

事例・研究発表：5題，照会事項：2題 

④ウイルス分科会 

事例・研究発表：2題，照会事項：9題 

⑤細菌分科会 

事例・研究発表：2題，照会事項：8題， 

レファレンスセンター報告：6件 

 

 

 

 

 

⑥衛生化学分科会 

事例・研究発表：4題，照会事項：9題 

(5) 支部長表彰式 

  全国環境研協議会九州支部長表彰3名並びに地方 

衛生研究所全国協議会九州支部長表彰2名の表彰式を

執り行いました。 

支部長表彰受賞者 

（左から飛石氏、辻村氏、高橋氏、船越氏、田崎氏） 

(6) 特別講演 

上記表彰受賞者5名による特別講演を行いました。 

 ①全国環境研協議会九州支部長表彰特別講演 

・微量有害化学物質の分析法開発と実態解明 

高橋 浩司 氏（福岡県保健環境研究所） 

・長崎県気候変動適応センターの取り組み 

船越 章裕 氏（長崎県環境保健研究センター） 

・プログラミング言語Pythonを利用した流跡線解析に

ついて 

田崎 盛也 氏（沖縄県衛生環境研究所） 

②地方衛生研究所全国協議会九州支部長表彰特別講演 

・魚介類を主菜とする市販の調理済み食品（弁当類）

中のハロゲン系難燃剤 

飛石 和大 氏（福岡県保健環境研究所） 

・地方衛生研究所における質量分析計(MS)の多様的 

活用 ―タンデムLC-MSによるターゲットプロテオ

ミクスの取り組み― 

辻村 和也 氏（長崎県環境保健研究センター） 

(7) 議事 

①令和4年度会務報告 

②分科会協議報告 

③次回分科会討議報告 


